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【
９
月
の
行
事
報
告
】 

１
８
日
の
敬
老
の
日
、
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
牛

頸
区
公
民
館
に
７
７
歳
以
上
の
敬
老
の
方
１
２
０
名 

が

出
席
さ
れ
、
ご
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
百
歳

を
迎
え
ら
れ
た
方
は
該
当
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
米
寿

を
迎
え
ら
れ
た
方
が
１
３
名
で
３
名
の
方
が
出
席
さ
れ
、

祝
状
・
記
念
品
が
白
水
区
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
長

寿
代
表
の
瀬
尾
深
海
様
（
９
５
歳
）
と
山
上
小
波
様
（
１

０
１
歳
）
の
２
名
の
方
に
は
筑
紫
幼
稚
園
児
か
ら

花
束
贈
呈
が
あ

り
、
式
典
は
終

了
し
ま
し
た
。

続
い
て
筑
紫
幼

稚
園
児
の
遊
戯

披
露
、
平
野
小

学
校
児
童
の
琴

演
奏
・
和
太
鼓

演
奏
、
平
野
中

学
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
で
、
祝

い
の
席
に
華
を

添
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
祝

宴
は
文
化
部
と

シ
ニ
ア
の
方
々
に
よ
る 

唄
や
踊
り
な
ど
の
演
芸

で
盛
り
上
が
り
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

☆ 

大
行
事
祭
「
毎
年
９
月
５
日
に
行
は
れ
る
伝
統
行
事
。
」 

五
穀
豊
穣
を
祈
り
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る

「
大
行
事
祭
」
が
小
雨
の
中
、
執
り
行
は
れ
ま
し
た
。

昔
は
収
穫
前
に
近
隣
か
ら
相
撲
大
会
に
集
ま
る
、
地

域
を
挙
げ
て
の
一
大
行
事
で
現
在
の
浄
水
場
の
処

に
祭
場
と
相
撲
場
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
相

撲
場
は
あ
り
ま
せ
ん
が
龍
華
霊
園
入
口
左
の
祭
場

で
大
行
事
祭
典
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
平
野
神

社
宮
司
の
祭
司
の
も
と
伝
統
を
守
り
、
自
然
に
感
謝

し
、
平
穏
な
地
域
で
あ
る
こ
と
を
参
加
者
全
員
で
お

祈
り
し
ま
し
た
。 

  

☆
お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り 

２
３
日
・
２
４
日
、
今
年
で
３
６
回
目
を
迎
え
る
大
野

城
市
最
大
の
祭
典
「
お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

２
３
日
に
は
、［
南
コ
ミ
ま
つ
り
］
が
午
前
中
よ
り
催
さ

れ
、
屋
外
で
の
バ
ザ
ー
・
お
楽
し
み
ゲ
ー
ム
・
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
・
野
菜
販
売
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で
の
演
劇
等
が

あ
り
多
く
の
お
客
さ
ま
で
大
盛
況
で
し
た
。
参
加
・
支
援

し
て
頂
い
た
方
、
２
日
間
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

尚
、「
お
お
の
山
城
大
文
字
ま
つ
り
」・「
南
コ
ミ
ま
つ
り
」

の
詳
細
は
市
・
南
コ
ミ
広
報
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

《
区
か
ら
の
お
知
ら
せ
》 

＊
牛
頸
区
ふ
れ
あ
い
「
あ
い
あ
い
食
堂
」
開
催 

 

地
域
の
子
ど
も
達
に
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域

と
の
交
流
を
深
め
子
ど
も
達
を
大
人
が
見
守
る
体
制
を
築

き
、
こ
ど
も
た
ち
が
一
人
で
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
の
出

来
る
居
場
所
を
つ
く
る
た
め
に
、
今
回
初
め
て
開
催
い
た

し
ま
す
。 

日
時
：
平
成
二
九
年
十
一
月
十
一
日
（
土
） 

 
 
 

１
１
時
開
店
～
１
４
時
閉
店 

場
所
：
牛
頸
公
民
館 

☆
今
回
の
食
堂
メ
ニ
ユ
ー
は
、
か
し
わ
ご
飯
と
豚
汁
で
す
。 

対
象
者
は
、 

※
牛
頸
区
在
住
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
達 

※
一
人
暮
ら
し
及
び
昼
間
一
人
高
齢
者
等 

《
十
月
の
主
な
行
事
予
定
》

 
 
 

 
 

四
日 

牛
頸
子
育
て
サ
ロ
ン
〔
あ
い
あ
い
く
ら
ぶ
〕 

六
日 

牛
頸
あ
い
あ
い
会
１
班 

（
２
班
１
３
日
、
３
班
２
０
日
） 

 

七
日 

牛
頸
区 

隣
組
長
会
議 

九
日 

Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
れ
く
ス
ポ
祭
９
時
～ 

〇
日 

「
牛
頸
あ
い
あ
い
カ
フ
ェ
」 

一
六
日 

地
域
ケ
ア
会
議
・
企
画
調
整
会
議 

一
七
日 

牛
頸
足
元
気
教
室
（
第
六
回
） 

二
四
日 

音
楽
サ
ロ
ン
（
第
一
回
） 

二
七
日 

地
域
福
祉
推
進
委
員
会 

二
九
日 

牛
頸
川
河
川
清
掃
作
業 

８
時
～ 

《 

編 

集 

後 

記 

》 

最
近
公
民
館
に
犬
の
糞
害

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

が
増
え
て
い
ま
す
。 

区
内
を
歩
い
て
い
て
も
犬

の
散
歩
を
し
て
い
る
人
を

数
多
く
見
か
け
ま
す
。 

飼

育
数
の
増
加
と
と
も
に
増
え
て
い
る
の
が
、
犬
に
ま
つ
わ

る
ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
人
や
ペ
ッ
ト
に
ケ
ガ
を
負
わ

せ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
や
、
吠
え
声
が
う
る
さ
い
ケ
ー
ス
。

そ
し
て
、
被
害
の
中
で
も
多
い
の
が
、
「
犬
の
フ
ン
」
の

処
理
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
散
歩
の
最
中
に
フ
ン

を
片
付
け
ず
、
自
宅
前
に
フ
ン
が
た
び
た
び
放
置
さ
れ
て

困
っ
て
い
る
な
ど
、
一
度
で
も
被
害
を
受
け
た
方
は
、
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
飼
い
主
が
処
理
を
し

な
い
な
ら
ば
、
犬
が
寄
り
付
か
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う

対
策
で
す
。
犬
に
は
、
キ
ラ
イ
な
匂
い
が
あ
り
ま
す
。
犬

が
嫌
う
匂
い
の
す
る
薬
剤
を
散
布
・
設
置
す
る
こ
と
で
、

被
害
を
低
減
で
き
る
で
し
ょ
う
。
犬
の
フ
ン
に
よ
る
被
害

に
お
い
て
悪
い
の
は
、
犬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
飼
い

主
に
責
任
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
看
板
等
の
設
置
を
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
健 

＊
市
役
所
に
個
人
申
請
を
す
れ
ば
、
看
板
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

（
問
い
合
わ
せ
先
：
市
環
境
・
最
終
処
分
場
対
策
課
） 
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